
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ゆっくり言っていてよかったです。ヘビのふりつけが、にょろにょろしていたので、本当にへびのようでした。【4

年生⇒3年生】 

〇おにぎりの役で、ころころするとき、でんぐりがえしが上手だったね。その後、ピースをするとき、はずかしが

らずにしていてすごいね。声が大きくて聞きやすかったよ。【2年生⇒1年生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇・・さんは、みんなとドッ

ジボールをしているとき、大

きな声で「こっち、パス。」

と言っていてすごいなと思

いました。【2年生】 

〇毎日、人のいいところを見

つけて、発表していてすごい

ですね。【5年生】 

〇低学年に優しくしていい

ですね。登校のとき、上手に

連れて来ていますね。【6 年

生】 

〇各学級で具体的な

めあてを決めて取り

組みました。学級代表

が人権集会で発表し、

それぞれの学級で、振

り返りをしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつから感じる地域の人の優しさ 

 いつも、登校中に会った人にあいさつをすると、必ずあいさつが返ってきます。逆に地域の人の方からあいさつ

をしてくれることもあります。ぼくは、運営委員になって校門の前であいさつをしたり、教室を回ってあいさつを

したりすることがあります。あいさつが小さいとあまり良い気持ちになれないし、せっかくあいさつをしたのに、

こっちに興味を持ってくれていないような気がします。でも、明るいあいさつがくると、すごく良い気持ちになれ

るし、こっちに興味をもって大切にしてくれているような気がします。地域の人は、いつも明るいあいさつをして

くださるので、ぼくはすごく明るい気分になります。 

 地域の人は、それだけでなく登校中に何回か「気を付けて行ってきてね」と言ってくださいました。ぼくの知り

合いでなくても、気を使ってくださるので、すごくありがたい気持ちになりました。 

 このように地域の人は、毎日のように、ぼくたちのことを見守ってくださったり、声をかけてくださったりしま

す。地域の人のあたたかさを感じます。だから、ぼくも地域の人にしてもらったように、人を気持ちよくできるあ

いさつをしたいです。西小学校をあいさつのすばらしい学校にしたいです。【6年生】 

ぼくのよび方 

ぼくは よく 「ちゃん」をつけて よばれます。 

ほんとは 「さん」とよんでほしい。 

よびすてよりは ましだけど やっぱり 「さん」とよんでほしい。 

相手は さりげなく 言っているけど 

ぼくは ちょっと 傷つくな。【5年生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

①はじめのあいさつ（運営委員会） 

②人権標語の発表（児童 各学年代表２名） 

③「西小の人権標語」の発表（運営委員会） 

④人権の詩と人権作文の発表（山﨑先生、田浪先生） 

⑤「学級のめあて」発表（各学級代表 1～２名） 

⑥ふれあいゲーム 【なかよし班で】（山本先生） 

⑦校長先生の話（校長先生） 

⑧今月の歌『いつだって』（田浪先生） 

⑨おわりのあいさつ（運営委員会） 


